
 

 

かわら版 

地区別計画 

平成２９年度 

地区別計画は、区内 12 地区を単位として、地区の特性・
資源・課題に応じて、地区の方々が策定し、取り組んで
いる計画です。 

計画に沿って地域では福祉保健に関する様々な活動を
行っています。 

活動の一部を「かわら版」としてまとめました。 

ぜひ、ご覧ください。 

 

暮らしやすいまちづくりの計画 

第３期 

瀬谷区地域福祉保健計画 

～みんなでつくるみんなのしあわせ～ 

平成 29 年 11 月 11 日 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成29年度 阿久和北部地区 かわら版 

阿久和北部地区では住民相互が見守り合う地域

づくりをめざし、平成 23 年に見守り合い実行委員会を立ち上

げました。見守り合いを進める中で、拠点の必要性が浮かび上が

り、「みまもりの家」建設に至りました。前例のない拠点づくり。大

変な労力を要しましたが、多くの住民の協力を経て平成25年に

完成しました。 

「そこに行けば誰かがいる」をコンセプトにしたみまもりの家は、

今では地域になくてはならない居場所です。 

昨年からは子ども食堂もスタートしました。隔月に見守り市と

合わせて開催しています。どんな子どもも分け隔てなく、同じように食

事をとることが出来ます。定例開催なので、最近は子どもたちも開催

日を覚えて、お友達みんなでやってきます。若い保護者の情報交換

の場や一人暮らし高齢者のお出掛け先にもなりつつあり、多くのつな

がりが生まれています。 

今年から、地元の小学生を対象にして、学習支援も始めました。

毎月第二火曜日にみまもりの家で開催しています。地域の人に気

軽に勉強を教えてもらえる時間です。 

 みまもりの家の取り組み ～平成28年度の利用状況 

※延べ利用者数（概算） 

総利用者数 

約２６，２００名 

みまもりの家のこれから 

誰もが見守り合い、支え合える地域へ 
～阿久和北部地区のまちづくり～ 

毎日顔あわせ体操 16,000名

ゲームの日（健康麻雀の日） 1,336名

歌おう広場 520名

もりもり体操 260名

子どもの遊びの日 300名

見守り市 1,200名

お笑いライブ 250名

子ども食堂　カレーパーティー 1,000名

一般利用 3,256名

団体利用 54団体　　1,013名

当番 1,071名



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阿久和北部には、みまもりの家建設当時から買い物に不便しているという住民の声がありました。 

商店が少ないなどの理由から買い物が不便であるという地域の声を形にすべく、見守り合い実行委員会が中心と

なり、検討を進めています。（10月末までの開催数：見守り合い実行委員会 5回、うち、せやの地域づくり塾 4 回を含む） 

8～9月 

皆で意見を出し合って、アン

ケートの内容を検討。意義を再

共有する機会になりました。 

 

スーパーまでの距離が

遠いので助かります。 

 

～8月 ・買い物支援についての話し合い。 

現状をさらに詳しく把握できる様、全世帯アンケート

を取ることに決定。 

 

9 月   ・アンケート項目、集計方法の検討。 

・見守り市にて移動販売車に来てもらい、試行販売。 

・連合代表者会で各自治会を通じてアンケート配付。 

 

10 月 ・アンケート集計 

 

11 月   ・見守り合いのつどいにてアンケートの 

結果報告 

買い物支援から見守りに 
見守り合い実行委員会 新たな挑戦 

9 月 

移動販売車の試行販売では

大勢の人がやってきました。 

初めての移動販売車に、皆さ

んの話も弾みました。 

こんなふうに進めています！ 
～平成29年度の取り組み～ 

 

 買い物についての 
全世帯アンケート結果 

ぜひ利用してみたい 

（6.7％） 
今は特に 

必要ない 

（64.8％） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

地域からたくさんのコメントが
ありました（一部抜粋） 

◆回収率（3,424世帯中） 

未回答 

（48.1％） 

回答 

（51.9％） 

◆移動スーパーへの関心率 
※有効回答の割合のみ表記 

 

なんと半数を超える 

世帯が回答！ 

10 人中、約 3人は 

興味を持っています！ 

◆回答者の年代 

一度品揃えを 

見てから考えたい 

   （26.4％） 

新鮮な食材は移動

スーパーが利用できる

とよさそうですね。 

 

移動スーパーがきて、地

域の方と定期的に会え

るのは魅力的です。 

 

今は必要ありませんが、

近い将来利用することに

なるかもしれません。 

 

将来のことを考えた時や、

高齢者にとっては大切な

サービスだと思います。 

 

先日の試行販売で牛

乳とバナナを買いまし

た。美味しかったです！ 

 

移動販売以外の解決方

法も検討する余地があり

そうではないでしょうか。 

 

生まれたばかりの子どもを、抱っこ

をしての買い物が大変です。移動

スーパーがあるとありがたいです。 

 

来年4月から本格的に実施予定です！ 

ただいま 

準備中！ 



≪第３期地域福祉保健計画≫ 
 

〈目標〉 いつまでも住み続けたいふるさとまちづくり    

スローガン ～みんなで創ろう なんぶ･あくわの 和！輪！笑！～ 

❤地域交流でふるさとづくりの和！ 

❤地域で見守る高齢者･障害児者との 

あたたかい輪！ 

❤地域で育む子ども・子育て世帯の笑！ 

･･･を合言葉に、地域住民の福祉向上を支援する事業の拡充や推進をはかっていきます。 

【主な事業と取り組み】 
 ○地域交流活動 

  ・南部のつどいを開催しています。 

  ・社明運動･南部祭り･大運動会･どんど焼き･防災訓練を行っています。 

  ・ソフトボール大会･カローリング大会･ウオークラリー･麻雀交流会を開催しています。 

・阿久和地区センターまつりに参加し連携をしています。 

  ・地域福祉･交流拠点運営委員会[ぽかぽかプラザ]に協力しています。 

○高齢者･障害者支援 

  ・阿久和南部地区内で活動する高齢者サロンを応援しています。 

  ・見守り事業を展開しています。 

 ・敬老会を開催しています。 

  ・障害児者･支援者ネットワーク会議を開催しています。 

 ○子育て支援 

  ・子どもフェスティバル･出張子育てサロン･美化運動お掃除隊を開催しています。 

 ・地域福祉･交流拠点[ぽかぽかプラザ]で学習支援を行っています。 

  ・小中学生への放課後余暇事業「笑！和！輪！クラブ」を月１回開催しています。 

  

 【広報・調査研究】 
 ○広報誌の発行 (年１回） 

阿久和南部連合･地区社協･地域福祉情報や活動内容を載せた広報誌を発行しています。 

 ○調査研究活動 

  地域福祉の向上のための調査研究を行い、関係団体に提案しています。 

 

 

 

 

 

 

 
阿久和南部地区は、第３期瀬谷区地域福祉保健計画に基づき、地域福祉の 

推進を図ることを目的として活動しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

     

       

 

 

 

 

 

いつまでも住み続けたいふるさとまちづくり 

かわら版 



 

 

 

  

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

～阿久和南部地区の発展に寄与していきます～ 

◆阿久和南部地区の様々な取り組み◆ 

会

場：阿

久 和

東 第

3 公
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●今後のスケジュール● 

 

 

 

 

5 月上旬 住みよいまちづくり推進委員会にて、各自治

会長へ説明、アンケート配布 

7・8 月 アンケートの回収・集計 

9 月下旬 連合自治会定例会にてアンケート結果案内 

今後の活動計画について説明 

10・11 月 サポーターズ賛同者に対する説明会開催 

 ７号 

発行日：平成２９年 ５月２３日 

発行者：三ツ境地区住みよいまちづくり推進委員会 

発行責任者：会長 諸橋 政治 

 

 

 

 

 

 

 

 

少子高齢・人口減少時代を迎え、“お互いが寄り添い、支え合いながら元気に暮らし

ていける地域づくり”が強く求められています。『みんなで幸せに長生きをする ～集

い 寄り添い 住みよい 三ツ境まちづくり～』の実現を目指して、ひとりでも多く

の人が積極的に地域活動に係わり、顔見知りの輪を広げていけるよう地域密着型ボラ

ンティア組織「三ツ境サポーターズ」を立ち上げます。 

そこで、まず活動候補者を募り、活躍の場や情報を提供、積極的な活動を通じて将

来に向けた地域を担う人材の発掘・育成につなげて行きます。 

各自治会で下記のアンケートが配布されます。 

 

 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1494058312/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2tpZHMud2FucHVnLmNvbS9pbGx1c3QvaWxsdXN0MzI5MC5wbmc-/RS=^ADBcOlIEJY5OH_5Y9bT_4cVtTCwnkY-;_ylt=A2RCKwrHMwxZL0cAOTaU3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz


みんなで幸せに長生きをするために 
「集い 寄り添い 住みよい三ツ境 まちづくり」に向けて、 

「三ツ境地区第 3期地域福祉保健計画」が進んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

究極の目的 みんなで幸せに長生きをする 

～集い 寄り添い 住みよい三ツ境 まちづくり～ 

たくさんの人が地域行事や活動に 

積極参加する環境を作る 

お互いの顔が見える関係と 

柔らかで温かい連帯・絆を作る 

そのために 

平成 28年度は以下のような“しあわせづくり活動”を実施しました 

■参加したくなるイベント行事を目指して、各自治会主催行事のたな卸しをしました。 

昨年 2月に実施した各自治会主催行事調査結果を「三ツ境地区自治会町内会主催定例行事イベ

ント一覧」としてまとめ、4月度の連合自治会定例会において各自治会に配布しました。 

■諸団体主催行事の情報交換会を開催し、団体相互の理解促進を図りました。 

6 月と 11 月の 2 回にわたり「三ツ境地区関連諸団体の情報交換会」を開催。それぞれの会の

活動主旨や行事概要を発表。質疑応答により相互理解を深めました。 

■社会的課題に対応するための各自治会体制の検討を始めました。 

少子高齢化、人口減少、災害リスクの増大等、社会的課題を見据えた自治会規約や役員体制の

見直し、制度検討を開始。今後とも各自治会の実情を踏まえながら取り組みます。 

■推進委員相互の啓発活動として、社会的弱者への理解を深める研修を進めました。 

障がい者理解のための専門家による講演会を 5 月に開催。10 月にはせや活動ホーム「太陽」

の見学会を実施し、障がい者や施設に関する理解促進を図りました。 

■その他、従来からの継続活動として以下の事業を推進中です。 

・「見守り・支え合いカード」「緊急カード」「冷蔵庫用保管容器」の継続配布 

・高齢者世帯に防災グッズ「三ツ境ネットくん」を継続配布 

・住みよいまちづくり活動広報紙「住みよいまちだより」第 5号・第 6号の発行 

・地域イベント会場における「住みよいまちづくりパネル」の掲示・告知 他 

平成 29年度には次のような“しあわせづくり活動”を計画しています 

新規項目 

・「三ツ境地区サポーターズ」の立上げ（1面記事を参照ください） 

平成 28年度より継続 

・社会的課題に対応するための各自治会体制の検討 

・障がい者等社会的弱者への理解促進 他 

※これらの項目を積極的に推進していくために、三ツ境連合自治会の全ての自治会長に新年度

より「住みよいまちづくり推進委員会」に委員として参加してもらうこととします。 

それにより 

 



発行 ： 瀬谷第一地区社会福祉協議会発行 ： 瀬谷第一地区社会福祉協議会発行 ： 瀬谷第一地区社会福祉協議会発行 ： 瀬谷第一地区社会福祉協議会 平成29年11月平成29年11月平成29年11月平成29年11月

私たちが掲げている四つの目標

私たちの瀬谷第一地区は、第３期地域福祉保健計画の地区目標として以下の四つを掲げて活動を進めています。

前年の中で行った地域活動協力アンケートは、地域活動に新しい風を呼ぶことになりました。そこで知り合った人に

太極拳の講師をお願いし、社明の地域の集いで参加者みんなで太極拳体操を行いました。また、外国語の堪能な人

には防災拠点で通訳のお仕事を引き受けて頂いたりしています。

これは３つ目の目標の、地域から友達作り、仲間づくり、担い手づくりの活動の一環でもありました。

旧来の活動領域だけでなく、広く視野を拡げ幅広い活動にそれぞれの人の持っている技能や特技を活かし、地域

のために発揮できるようにしてゆきたいと考えています。

そのように、以下の四つの目標にそれぞれ違った取り組みがあり、これを日々検討し、具体化を進めてゆきます。

下の写真は、６月２５日に開催した社明集会の模様です。

新しい人の協力を得て、“地域の集い”を持つことが出来ま

した。その後も定期的に趣味

特技の懇談会を開催し、夫々

の持ち味が地域の中で発揮で

きるように話し合っています。

参加者みんなで太極拳を学ぶ参加者みんなで太極拳を学ぶ参加者みんなで太極拳を学ぶ参加者みんなで太極拳を学ぶ

瀬谷第一地区　第３期地域福祉保健計画の推進
か　わ　ら　版か　わ　ら　版か　わ　ら　版か　わ　ら　版

１.健康長寿をともに喜び
合える地域にしてゆこう

２.地域から幅広い見守り
活動と支援を推し進めよう

３.地域から友達づくり、
仲間づくり、担い手づく
りを拡げよう

４.住民の要望を行政に働
きかけて、活力の生れる
地域として行こう

瀬谷第一地区のある瀬谷駅前周辺
では、南口の再開発計画やまた北
口の商業施設の建設、また旧上瀬
谷通信基地の跡地利用など、住民
に直結した課題があります。
住民の意向を把握しながら、必要
な対応をとってゆきます。

現在、裏面に紹介しているふくわ会の定例会
やふれあいサロンを行っています。

また屋外の催しでは瀬谷四丁目公園での健康体

操やシニアクラブ主催のグランドゴルフが活発

に行われています。
でも、私たちがめざし

ているのはさらに高い峰

です。お年寄りの人が

もっとふれあいや充実感

を感じられるような地域

にしたいと考えています。

瀬谷第一地区のＷＡＴ運動は、平成20年6月
に産声をあげました。以来、“さりげない見守
り”は運動の代名詞となりました。

しかし近年、担い手の高齢化などの中で停滞

感も生まれ、新しい進め方を考えるようになり

ました。安心キット（救急医療情報キット）の

配付もその一つです。

見守りの仕方も“さ

りげない見守り”一辺

倒ではなく、親身に

なった幅広い見守りに

変わろうとしています。



今年度は、安心キットの普及活動に力を入れながら
見守りのＷＡＴ運動を進めています

【以下の書面は本年７月に瀬谷第一地区全体で町内会ごとに全戸配布したチラシの縮小版です】



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行 本郷地区連合自治会 本郷地区社会福祉協議会  編集責任者 上田三郎 吉村安江子 

 【基本目標１】 みんながつどい楽しむ“ふれあい”の地域づくり 

 本郷地区では東日本大震災の教訓を踏まえて、2012 年から、毎年初期段階の避難所開設訓練を行

ってきました。 

 今年度は 2月 4日（土）に第 1回大門小学校地域防災拠点運営委員会・活動班合同会議を開催し、

昨年度の反省を踏まえて今年度の計画を立て、3 月 12 日（日）9 時 30 分から地域防災拠点避難訓

練を実施しました。参加者総数は 280 名でした。 

 

⑤非常用公衆電話体験   ⑥給水栓の説明      ⑦更衣室・段ボールベンチ設置  ⑧三角巾の結び方 

①避難所受付      ②簡易担架の作り方    ③消火用水の給水方法説明  ④ペット避難テントの設置 

 

 東日本大震災から 6年… 3 月 12 日に地域防災拠点避難訓練が行われました 

 

【基本目標２】 ともにつながり支え合う“安心”の地域づくりから 

 

3 月 26 日（日）、農協瀬谷支店 2階で本郷地区シニ

アクラブ主催（本郷地区社会福祉協議会協賛）の第

26回カラオケの集いが過去最高の 165 名の参加を得

て開催されました。 

第 1，2，3，5、コスモの各親和会、やよい会、さ

つき会の代表など 31 の演目の中で、日ごろの練習の

成果を発揮した歌の熱唱とともに、オカリナ演奏も

あり、大変盛り上がりました。 

 

 歌は人と人をつなぐ ~第 26 回カラオケの集い盛大に開催されました。 

 

過去最高 165 名の皆様が楽しみました 

本郷地区は、2 年次目を迎えた第 3 期地福計画の推進に向け、地区社協と地区連合自治会が一

体となって活動しています。今年度は「より組織に、より計画的に」をモットーに 4 つの基本目

標にもとづき様々な活動をしています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月 1 日（土）10 時から大門小学校体育館で、犯罪や非行を防止し、立ち直りを目指した 

「第67回社会を明るくする運動本郷地区集会」が子どもを含む118名の参加を得て開催されました。 

 

最後に、大門小学校の佐藤 峰子校長から「このような地区集会で小・中学生が参加しているの

は初めてであり感動した。スマホについて保護者とともに考えていきたい。」と話があり、瀬谷中

学校の工藤 祐嗣校長から「スマホについては生徒会とランチミーティングなどで自分が守れるよ

う使い方を考えている。生徒のケータイ、スマホは原則学校持ち込み禁止であるが、持ってきた場

合は貴重品として担任の先生が預かっている。」と話がありました。 

はじめに大門小学校キッズクラブ 24 名のヒップホップダンスがあ

り好評でした。続いて「スマートフォン（以下『スマホ』）による子

どもの被害と問題」と題した瀬谷警察署生活安全課 川合課長からの

基調講演(下参照)があり、その後、昨年度に引き続いて小・中学生が

参加して「スマホに起因する問題とその解決方法」をテーマにしたパ

ネルディスカッション(2 面参照)が行われ大変有意義でした。 

 

【パネルディスカッション参加者（敬称略）】 

大門小６年 ：松本 侑里香、今井 凛、 

藤原 梓帆   

瀬谷中３年 ：木下 翼、渡辺 双葉 

保護者   ：光明寺 則枝、佐久間 香織 

瀬谷警察署 ：生活安全課長 川合 健 

 

今回は小学生、中学生、小・中学生を持つ保護者、そして川合生活安全課長とともに、 

今いじめや犯罪被害等の問題になっているスマートフォンについて 

ディスカッションしました。 

 

テーマ 「スマートフォンに起因する問題とその解決方法」について話し合う」 

歩数計をつけてレインボーウォーキングをしよう!! 

 

本郷地区は健康長寿日本一を目指しています 
 

【基本目標４】 健康長寿の里を目指す“自立”の地域づくりから 

かわら版第 12 号で本郷のレインボーコース約 1時間もの 7つのコース 

を紹介し、かわら版第 14 号で瀬谷区版レインボーコース 2~3 時間の 7つの 

コースを紹介しましたが今回は本郷出発帰着の約 1万歩コースを 7つ紹介し、 

本郷地区 8自治会が主催して、参加率を競い合うレインボーウォーキング 

を 9月 24 日(日)から 10 月 1 日(日)(9/28 が雨天のため 10/1 に実施)実施し 

ました。参加者は 220 名に上りました。 

 
参加率第一位は第七自治会・第二位は第三自治会・ 

第三位はヒルズ本郷原自治会で 10 月 8 日本郷地区の 

レク大会の冒頭に表彰されました。第一自治会武田 

芳子様・第三自治会松井毅様・阿部ミドリ様・伊藤 

信之様・ヒルズ本郷原自治会中村繁子様の五名は 

7 日間完歩して表彰されました。 

 

 

 第 67回社会を明るくする運動本郷地区集会を開催!! 

 

 

【基本目標３】 すこやかに育つ力を育む“希望”の地域づくりから 

 

“健康長寿の里:本郷  

85 歳を元気で迎えよう” 



                             

発行：瀬谷北部地区別計画策定推進委員会 

                           作成：瀬谷北部地区社会福祉協議会 

                              瀬谷北部町内連合会 

 

◎福祉大会 

５月２８日に第２３回目を迎えることができ、中屋敷地区センター体育室において開催いたしました。

今回の大会も地域の皆様のご好意で、舞踊、カラオケ、ギター弾き語り、社交ダンス等趣向をこらした

演目で日頃の成果を披露していただきました。 

対象者は７７歳以上の方を招待して楽しいひとときを過ごしていただきました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎防災訓練 

                           

  

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

りょうりん 

 

 

 

 

毎年９月に上瀬谷小学校校庭に

おいて、防災訓練を実施しておりま

す。 

今年も大勢の方々に参加してい

ただき、消火訓練、炊飯訓練、三角

巾の使用訓練、最後に消防団員によ

る放水訓練等を行い、無事終了い

たしました。 

炊飯訓練は、米３０㎏を炊事ユニ

ットで炊き、おにぎり（４００人分）にし

て参加者に配りました。 

 

 

 

 

 



◎若宮八幡神社祭礼 

   

 

 

 

 

 

 

◎ふれあい食事会  

 

  

 

 

◎ふれあい食事会  

 ９月２４日に中屋敷地区センターの体育室で行いました。地区社協むつみ会の方が手作り弁当を１４０

食作り、参加者とお手伝いの方々と地域交流をしながら昼食をいただきました。 

また、食後にはビンゴゲーム等で楽しいひとときを過ごすことができました。 

各町内会役員の方に会場準備、参加者の送迎のお手伝いをしていただき、町内連合会と地区社協は

お互いに協力し合い活動しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎地域の見守り、防災事業 

 瀬谷北部地区では、境川に沿って南北に細長い地域であります。避難場所も上瀬谷小学校となって

おり、高齢者や体の不自由な方にとっては遠い場所でもあります。従って安心して暮らせる地域を作る

ためにも、防災グッズを配布し、同時に顔見知りになり、日頃の見守りを行っております。 

今年は水の交換をしました。１８０世帯に配布し、年１回の中身の交換をしております。 

 

 

 

 

毎年９月に若宮八幡宮の例大祭が盛大に行

われております。 

区内の各神社の代表の方がお祝いに来られ、

氏子の無病息災と実りの多い年となりますよう

に祈願いたしました。 

地区社協では、おもてなしの料理と接待のお

手伝いをいたしました。 

なお、奉納演芸では、あいにくの雨の中、大

勢の方々に参加していただきました。子供ばや

し、カラオケ、舞踊、また、連合会で新調した半

天を着て花笠音頭の踊りを披露していただき

ました。 

 

 

 

 







細谷戸地区  かわら版 

 
 

  
 

 

細谷戸地区社会福祉協議会 

 

地域福祉保健計画も第 3 期目です。第 3 期目でも、第 1・2 期計画の活動を踏襲し、活動の輪を

広げていきます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビーハイブ活動の推進 

■自治会単位での高齢者見守り活動（2～3回/年） 

■安心キットの配付、見守りパトロール（定期訪問活動） 

■命の笛の配付 

■高齢者を対象とした、はつらつクラブ（転倒予防体操） 

《毎週火曜日》やラジオ体操《毎週土曜日》 

■ お助けパートナー（高齢者世帯への軽作業の手伝い） 

■ 高齢者定期訪問（地区社協、地区民児協による） 

■ サロン細谷戸《月１回》 

■ 子育てお母さんのつどい《月１回》 

■ 各種研修会への参加・研修会の実施 

大人・子どもたちとのカレーパーティー 

地域内の子供育成対策 

■子供を対象とするスポーツレクリエーショ

ンとカレーパーティーを実施。 

■子供たちをあつめ、鯉のぼりを制作。 

■落ち葉を集めて、焼きいも大会を実施。 

障害のある方の把握と支援対策 

■障害者・一人暮らし高齢者との昼食会を実

施し、実態の把握と、地域との繋がりを深め

ています。 

■地区民生委員とともに、相談ごと、困りご

と等の話を聞き、関係機関等との連携を図っ

ています。 地域の子どもたちとの交流会 

スポーツレクリエーション 

見守りパトロール出発前 

ミーティング 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆ 命の笛（ストームホイッスル）の配付 

私達がビーハイブ活動で最も必要と考えていた、 

「何かが起きた時、誰かに知らせる」この大切なことが、 

この「命の笛」を配付することで目的の一部が達成されます。 

軽く吹くだけで大きな音が出る、病気で倒れた時だけでは 

なく、災害の際にも役に立ちます。 
命の笛（ストームホイッスル） 

― 研修会の実施 ― 

『エンディングノートの活用』 

■7月 19日 10：00～11：30 

 中屋敷ケアプラザの協力により、エンディングノートの

活用講座を開催しました。 

参加者は、32名でした。 

最新の情報を聞けて、反響は大きいものでした。 

 

『認知症の理解について』 

■10月 5日 10：00～11：30 

認知症の研修を せやクリニック 川口 千佳子先生

をお招きし、開催しました。 

当日は、65名の参加があり、認知症への関心の深さを

実感しました。 

 

認知症の研修会 

熱心に講習をうけました。 

敬老祝賀会の実施 

■9月 18日 敬老の日 

 敬老祝賀会を催しました。細谷戸地区には、

716名の高齢者がお住まいです。 

地元出身の津軽三味線奏者 小山 憲斗さん

による三味線の演奏、フラダンス、太極拳の演

舞等楽しいひと時を過ごしました。 

エンディングノートの活用講座 

チームパパリーナによる 

フラダンスの模様 

東野太極拳の会のみなさまによる 

太極拳の演舞  



 

 

 

◆瀬谷第四地区の地域活動について◆ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配食サービス 

↪定期訪問 

民生委員 地区社協 

瀬谷第四地区社会福祉協議会 

活動参加 
 

見守りによる 

情報提供 

ボランティア 
連合自治会 

12 自治会 

福祉保健新聞 
 

アンケート実施 

↪防犯パトロール 

 

 

 ↪あいさつ運動、きずなのつどい、研修会等 
↪楽々金曜会、カフェすずらん等 

↪見守り活動・防災 

サロン・地域ミニデイ 

 

↪男のボランティアとなり組 

↪女性のボランティア 

瀬谷第四地区では、あいさつによる顔の見える関係づくりから日常の

見守りと防災の連携までを行う「第四地区のきずな」をはじめ、様々な

活動を進めてきました。 

平成 28年から第四地区マスコットキャラクター「よんたくん」が誕生し、

障害者支援・子ども支援・高齢者支援の活動が始まりました。 

↪日帰りバス旅行 ↪ハイキング 

↪お茶のみ会 

↪ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ大会 ↪一人暮らし高齢者 

地域住民 
 

↪はあとの会 

第四地区のきずな 

見守りサポーター 

元気塾 

↪介護予防運動 

（ラジオ体操） 

（虹の架け橋） 

瀬谷第四地区での地域活動 子育て支援 

↪ゆうスリー 

地域福祉保健計画拡大実行委員会 

（地区における福祉保健活動の企画） 

地区社会福祉協議会役員、福祉保健計画実行委員、連合自治会 

民生委員児童委員、保健活動推進員、女性地域安全委員 

単位自治会 さまざまなサークル、シニアクラブ、サロン、子供会、自治会のつどい、新年会、 

ハイキング、納涼祭、公園清掃、見守りパトロールなど地域活動が行われています。 

よんたくん広場 

↪子ども･親と

の連携支援 



皆でカレーを食べました

　　　　ゆうスリーの遊び場

楽しいお茶のみ会　　配食サービス・はあとの会　　　　会食会

　　せやまる・ふれあい館

パトロール

瀬谷第四地区社会福祉協議会の活動紹介

二ツ橋公園体操 　女性のボランティア研修会

子育て支援活動：“ゆうスリー”

芋ほり会 H29.7.1

楽々金曜会

見守りサポーター地域活動フォーラム：誰もが活動に参加する地域づくり

８月には花火をしました

各種委員参加による拡大実行委員会にて、策定を進めました

　地域の方が先生になります

よんたくん広場（小学生対象）　地域のみんなで子どもの健全な育成をはかります

第四地区地域福祉保健計画の策定までの歩み



  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「福祉保健計画ってなぁに?」と思う方が多いでしょうが、実は・・・ 

私たちのまちを良くするための《暮らしやすいまちづくり計画》です。 

  

 

    

りんごの木は南谷地区の

【第３期地域福祉保健計画】 

をイメージしたものです。 

 

第３期計画の合言葉 

「みんなで育てよう 

暮らしやすいまち 

みなみせや」 

って、バスの放送で 

言ってるよ! 

 

は、南瀬谷地区で

できたらいいな、と思う

事です。たくさんのりん

ごが地域に実るようにみ

んなで育てましょう! 

第１期計画（Ｈ18～22）では、高齢者サロンやこどもの遊び場プレイパークができました。 

第２期計画（Ｈ23～27）では、地域の助っ人【みなみせやサポーターズ】が誕生し、あいさつ

運動であいさつ❤いっぱい❤みなみせやの合言葉が地域に広がりました。 

 そして、第３期計画（Ｈ28～32）現在・・・ 

合言葉の【みんなで育てよう】を実現するため、 

活動を推進する『組織の見直し』に取り組んでいます!! 

来年 4 月にはリニューアルした体制で活動を開始できるよう 

組織工事中です!!! 

 

 

ご迷惑おかけします。しばらくおまちください 

只今組織 

工事中! 

 



南瀬谷地区では、みなさんの暮らしをよりよくするための 

活動や行事が数多くあります。 

第３期計画の目標『みんなで育てよう 暮らしやすい

まちみなみせや』は、こんな活動のひとつひとつをさらに

充実させる所から始まります!! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレイパーク 

 

地域の力 

夏祭り 

バス研修旅行 

あいさつ運動 

新年祝賀会 

社会を明るくする運動 

 

高齢者サロン 

 

配食・給食サービス 

 

いざ！ともくん（みまもり活動） 

 

共同募金・年末助け合い募金 

 

 

福祉バザー 

 

 

高齢者福祉大会 

 

 

登下校時のみまもり 

 

 

 

防災備品管理 

 

 
防災拠点運営委員会 

 

 

防災訓練 

 

 

防犯パトロール 

 

 

 

防犯灯管理 

 

地域や道路の清掃 

 

 

 

集積所や資源ごみの管理 

 

 

 

ラジオ体操 

 

 

 

 

スポーツフェスティバル 

 

 

 

インディアカ大会 

 

 

 

 

ウォーキング 

 

 

 

 

ハイツのゴミ回収 

 

 

 

夏まつりのゴミステーション 

 

 

 

あって～南瀬谷(高齢者生活相談所) 

 

 

子育てサロン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の助け合い 

 

安心・安全なまちづくり 

 

助け合い 

顔の見える関係づくり 

福祉を進める 

 まちづくり 

 

人とのふれあい♥支え合い♥顔見知り 

 

 

 

パトロール 

 

いざ！ともくん 

 

福祉バザー 

 

 

子育てサロン 

 

プレイパーク 

 

高齢者福祉大会 

 

 

公園の清掃 

 

 

 

スポーツフェスティバル 

 

 

 

高齢者サロン 

 

高齢者サロン 

 

夏祭り 

あいさつ運動作品展 

 

 

 

配食サービス 

 

配食サービス 

 

配食サービス 

 

防災訓練 

 

 

給食会 

 

情報誌 

 

あって～南瀬谷 

 

 

自治会の防災倉庫 

新年祝賀会 
支え合い 

あいさつ運動ミニのぼり 

 



第３期地域福祉保健計画の取組内容

平成２９年度 宮 沢地区 社会福祉 協議会

広報紙「心のせて」を年３回作成発行し、全所帯配布するなどして地区

社協の活動内容を地域の皆様にお知らせしています。

敬老長寿のつどいを開催

第
58
号

平
成
29
年
1
月
号

第
59
号

平
成
29
年
5
月
号

第
60
号

平
成
29
年
10
月
号

「水と緑のまちづくり宮沢」の福祉計画の進捗状況をご報告いたします。
この計画の推進には、宮沢連合自治会、宮沢地区社協、宮沢地区民児協の三者からなる

運営委員会を立ち上げ、委員会の名称を「宮沢まちづくり推進委員会」と決めて今迄に９回
の委員会を開催しております。
主なものは、「公園の通称名」を決めて誰にもやさしいまちづくりを目指しています。

例えば、連合のサマーフェスタ開催でおなじみの宮沢町第四公園を「松林公園」としたり、宮
沢プールのある宮沢町第二公園を「プール公園」とするなど親しみやすい名称に決めました。
今後は、関係機関と交渉の結果新しく立て看板を設置するなど予定しております。

宮沢保育園及び瀬谷保育園の園児たちが先生と共に「荒馬踊り」を太鼓に合わせて元
気一杯に踊ってくれ、会場が一体となり「ラッセ♪ ラッセ♪ ラッセラ♪」と掛け声をか
けて大いに盛り上がりました。



①地域福祉講座の開催により障害者への理解を深めました。

②地域サロンの充実

③見守り体制づくり

第３期福祉保健計画の取り組み
「水と緑のまちづくり」のさらなる前進を目指しています。

防災グッズ

安心くんの配布 緊急通報装置の設置
配食による安否確認

Ｋさん宅
Ｓさん宅

障害者の理解講座

歌声ラウンジ宮沢
いきいきシニア宮茶話会

サロンふらっと宮沢
ほっとサロンゆうあい

ゆうぎりサロン

子育てサロンえむ

ひまわり給食

グループホーム見学会



相沢地区かわら版 
平成２９年１０月 相沢地区社会福祉協議会 

～「地域で生活するすべての人が 
安心して生活できるまちづくり」 

をさらにすすめます～ 

相沢地区の第３期計画（平成２８年度～３２年度）は、第２期計画の活動や事業に加え、これ

らをさらに拡充する活動や事業を展開しています。 

＜相沢地区で継続して取り組まれている活動・事業＞ 
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毎月第３木曜日、相沢原

団地集会所）にて開催 

平成２８年度の参加者：

３００名 

 

サロンⅠ 

サロンⅡ 

配食サービス「火曜の会」（一人暮らしの高齢者の支援） 

 

毎月第１～第４火曜日に配食 

平成２８年度の配食数：１５８９食 

相沢ふれあい食事会（一人暮らしの高齢者への支援） 

毎週第４金曜日（相沢公

会堂）にて開催 

平成２８年度の参加者：

２４３名 

 わいわいおやこ会（子育て支援） 食事会委員と友愛活動員の協力によ

り、第一～第四町内会と第五～第八

町内会それぞれ年各３回瀬谷地区セ

ンターで開催 

平成２８年度の参加者：３９２名 

民児協主催により、毎

月第４木曜日（８・１

月を除く）相沢公会堂

において開催 

平成２８年度利用者：

４８１名（２２７組） 

 毎月第１．第３水曜日に相沢公会堂で

１６名のグループにより「体操の会」

を開催 

ふれあい体操の会（高齢者介護予防のため） 



 

施設の作業体験 

―隣近所のさりげない見守りによる地域づくりー 

「隣近所のさりげない見守りによる地域づくり」推進

委員会（委員９名）を平成２５年５月に設置し、２６年

３月「隣近所のさりげない見守りによる地域づくり」計

画書をまとめました。以降、相沢町内連合会、各町内会

のご協力により、この地域づくり計画を連携して推進し

ています。全世帯配布、班単位回覧、掲示板による広報

に取り組んでいます。 

今年３月には、「大災害時！隣近所で助け合いましょ

う！！」のチラシ（Ａ４両面カラー）を全戸配布し、大

災害時に自分と周りの人々が生き残るすべを学び、 隣近

所がお互いに助け合うことが必要であり、それには日頃

のお付き合いが大事であることを訴えました。 

―「こんにちはチーム」による見守り－ 

「こんにちはチーム」（平成２３年７月結成、現在１

４団体・約２５０名）により声かけ・見守り運動に取り

組んでいます。年１回「こんにちはチーム」の情報交換会を開催します。 

その内容は、広報「こんにちはチームだより」（第１号～第４号発行） 

として発行し、メンバーに配布しました。 

―健康保健講座の開催― 

保健活動推進員の主催により、「健康保健講座」を開催。 

 ・２８年度：「ＡＥＤ取扱い講習会」（参加者：６２名） 

「災害時の健康」（参加者：２９名） 

・２９年度：「認知症治療の現状とケア」（参加者：４８名） 

        ～健康な老後を過ごそう！～ 

―生活支援「相沢助け合いの会」の開設― 

地区内の高齢者の生活支援活動の一環として、平成２６年末に「相沢助    

け合いの会」と名称が定まり、今後、正式に開設する予定です。 

＜新たに取り組まれている活動・事業＞ 

―障害のある方たちとの交流の場をつくる― 

今年２月、相沢公会堂において、相沢地区社協役員、こんにちは

チーム参加団体の各代表、見守り推進委員を対象に、“せやまん

まるねっと”による「障がい理解出前講座」を行いました。「障

がい」とはどんなことか、障がいのある方とのコミュニケーショ

ンの取り方などを勉強しました。 

７月に開催された「相沢ふれあいのつどい」において、車椅子でボッチャ体

験と施設の作業体験のコーナーを設け、交流を図りました。 

健
康
保
健
講
座 

障がい者ス

ポーツ体験

(ボッチャ) 

見
守
り
推
進
の
パ
ネ
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【お問い合わせ】 

     横浜市瀬谷区福祉保健センター福祉保健課運営企画係 

       TEL 045-367-5702  FAX 045-365-5718 

       社会福祉法人横浜市瀬谷区社会福祉協議会 

       TEL 045-361-2117  FAX 045-361-2328 

       瀬谷区地域福祉保健計画ホームページ 

http://www.city.yokohama.lg.jp/seya/torikumi/fukushi/keikaku3.html 
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